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第３１回岡山スポーツ医科学研究会 
 
 

期 日： 平成１９年９月８日（土）午後４時～ 
場 所： 岡山大学医学部講堂（図書館３階） 

                        〒700-8558  岡山市鹿田町2-5-1 
 
 
Ⅰ．一般発表 

    座長 鈴木 久雄（岡山大学教育学部・スポーツ教育センター） 
16:00－ 「岡山大学スポーツ教育センターの1年」 

                   鈴木 久雄（岡山大学スポーツ教育センター） 
 

 

16:20－「大学生の課外活動中の暑熱環境と自覚症状等に関する調査（速報）」 

                  伊藤 武彦（岡山大学教育学部）、他 

 

 

16:40－「学校体育における遠泳実習の意義と現状について」 

                   矢野 博己（川崎医療福祉大学）、他 

 

 

 

Ⅱ．特別講演 

17:10－                    座長  菊永 茂司（ノートルダム清心女子大学） 

 『運動による免疫変動と制御』 
講師  鈴木 克彦 先生（早稲田大学） 

 
 
 
Ⅲ．閉会のあいさつ 

       高橋 香代（岡山スポーツ医科学研究会会長・岡山大学教育学部） 



岡山大学スポーツ教育センターの１年 

 

岡山大学スポーツ教育センター 鈴木久雄 

 

 昨年度の本研究会において、岡山大学スポーツ教育センターを開設した経緯と活動内
容について報告した。今回は、この 1年間の事業について報告する。 

当センターは平成 17年度に文部科学省現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）
において「バリアフリーによる双方向スポーツ教育活動」が採択されたことから、その推
進施設として開設された。岡山県下の地域、総合型地域スポーツクラブ、企業等の産官学
と協働して、大学において双方向スポーツ教育活動を新たに展開する取組を事業としてい
る。スポーツ教育活動における新たなバリアをなくし、地域と岡山大学との双方向の活動
を通して、スポーツ研究・科学に支えられたスポーツ課外活動、その単位化、マッチング
プログラムコースへの参画などを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図１ スポーツ教育活動の例 

 

ここでの特徴として、スポーツ活動の単位化がある。１）スポーツサークル活動実施型、
２）スポーツ教室開催型、３）スポーツ指導練習型の 3 種類がある。１）はスポーツ系サ
ークル活動を週 2 回以上実施し、スポーツトレーニングノートの提出、スポーツ講座の 5

回の受講が条件である。２）はスポーツ教室を企画書とともに年 5 回以上開催し、実施報
告書を提出すること、スポーツ講座 3 回以上受講、３）すでに実施されているスポーツ教
室・クラブ等に参加し、指導の補助を行うものであり、企画書、実施報告書（指導者から
のアドバイスを含む）、スポーツ講座 3回以上受講を行い、いずれも 1単位となる。これら
の推進によって、岡山大学と地域との連携と高め、双方の活性化をめざす。 
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大学生の課外活動中の暑熱環境と自覚症状等に関する調査（速報） 

岡山大学教育学部養護教育講座 

伊藤武彦，三村由香里 

同養護教諭養成課程 

赤松弥加，岡本有希，長谷川歩，宮崎麻希子 

同保健体育講座・スポーツ教育センター 

鈴木久雄 

 
【緒言】課外活動中の熱中症予防は学校安全上極めて重要な課題であり，湿球黒球温度（以下WBGT）
の測定による活動中の安全確保が望ましいとされている。しかしWBGTの測定と，それに基づく環境
管理はまだ一般的とはいえないのが現状である。そこで今年度本学における種々のスポーツ系課外活
動について暑熱環境の現状と活動に伴う自覚症状について基礎データを得る目的で調査を始めていた。
調査が進行するにしたがって，本年は記録的な猛暑となったために，すでに注目すべきデータが得ら
れている。調査の途上ではあるが，これまでに得られた結果の一部を報告する。 

 

【対象と方法】本学におけるスポーツ系課外活動のうち，屋外・屋内に分けていくつかの運動部を調
査対象としたが，今回はその中から A部と B部とについて検討した。WBGTの測定は，熱中症指標計
（WBGT-103；京都電子工業）を用いて，地面または床から 1.2mの高さで 2~4回反復測定した。測定
は定点を設定し，概ね 2週間に 1回，なるべく定時に測定を行った。自覚症状調査は質問紙法によっ
て概ね 1ヶ月に１回行った。 

 

【結果と考察】屋内型のスポーツとして A部，屋外型のスポーツとして B部について，それぞれの練
習現場における測定結果は図１の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１（左）は A部（屋内型）の練習環境，（右）は B部（屋外型）の練習環境を示す。黒丸（●）で示
した折れ線がWBGTを示している。 

 

注目されるのは，A部では屋内である体育館で練習しているにもかかわらず 6月の上旬からWBGTが
25℃を超えていることである。そして，7月下旬頃からWBGTが 30℃を超える日が出現している。一
方，屋外で活動する B 部は概ねＡ部と同じ時間帯からやや遅い時間帯に練習をしているが，8月に入
ってからもWBGTは体育館内部ほどには上がっていない。この結果を生じる原因はいくつか考えられ
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B部の環境
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るが，A 部の練習時には種目の性質上風速を制限する（閉め切る）ために換気回数が少なくなること
や，黒球温度のデータが，体育館の建物の屋根や壁面から二次的に放射される赤外線の影響を示唆し
ている点が特に重要ではないかと，現時点では考えている。 

 次に質問紙による自覚症状等についての調査結果に若干言及する。調査項目は，学年等，練習時間
（開始時刻，終了時刻を調査して活動時間帯を把握した），体感温度，当日の体調，水分補給の程度，
摂取した飲み物の種類と量，疲労度，熱中症に伴いやすい自覚症状の有無，いつもと違う点について
の自由記述である。また過去の運動経験，入部時期，身長・体重・年齢なども初回の調査時のみ聞き
取った。 

どちらの部活動でも練習時間は 2～3時間程度であった。体感温度については，当日の実測データ（乾
球温度，WBGT）と比較したが，概ね乾球温度とよく一致していた（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ A部（左：屋内型）と B部（右：屋外型）の活動における各部員の感じた気温（体感温度）の平均
値と，乾球温度とWBGT実測値の関係 

 

 活動終了時の疲労度について 5 段階
で尋ねたところ，A部では 6月 28日の
調査時の疲労度が他の調査日に比べて
強そうであるのに対して，B部では，調
査日ごとに疲労度が強くなっていく傾
向が読み取れる（図３）。今後得られる
気温が下降していくフェーズの調査結
果も合わせて考察したいので，早急な
結論は導き出せないが，体育館では早
い時期からWBGTが高い水準にあった
ため暑熱環境に対する身体の馴化が屋
外の活動によるそれとは違った可能性
はあるのではないだろうか。本研究は
現在も調査が進行中であり，全体像が明らかになるのは 11月以降となる見通しである。 

 

【結論】体育館内は屋内であり直射日光を受けないので，屋外に比べて暑熱環境が調整されてい
るようにも思われるが，WBGTや自覚症状等で見る限りは，比較的早い時期に真夏の屋外に近い
負荷がかかる可能性がある。熱中症の発生予防のためには，スポーツを行う環境の実測データを
基盤として，活動環境そのものを改善する方策についても検討する必要があるかもしれない。 

図３ 質問紙法で調査した疲労度の測定日による変化 
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学校体育における遠泳実習の意義と現状について 
川崎医療福祉大学 医療技術学部 健康体育学科 

矢野博己、藤原有子、木村一彦 

学校体育における遠泳実習の意義 

小・中学校，および高等学校全ての学習指導要領には，「自然の中での体験不足」が指摘され，「水辺
活動などの指導を積極的に取り入れていくようにする。」ことが明記されている。水辺活動としては，
古くから遠泳や臨海学校などが実践されてきた。その中でも，遠泳は，保健体育科目の領域を超え，そ
の教育効果（体力的効果，精神的効果，技術の向上，自然教育，安全教育など）は多大であるとされて
きた。しかし，現場の教諭からは，「いろいろな事情により遠泳を実施する学校が極めて少なくなって
きている。」との指摘がある。そして，その要因として，指導者不足と安全管理の難しさがあるとされ
ている。  

全国の体育学部系あるいは教育学部保健体育学科系大学の多くは，教育課程の専門科目で，海での遠
泳を実施してきた。 教育職員免許状［小学校および中学校・高等学校教諭（保健体育）普通免許状（教
育職員免許法第４条）］取得後，教育現場や社会体育の現場での臨海学習等を通じた教育活動に貢献す
る指導者育成を目的としている。しかし，実際の教育現場を念頭に置いた内容で，体育学部系あるいは
教育学部保健体育学科系大学での遠泳が行われているのかが問題である。その最大の理由は，実際に
小・中学校あるいは高等学校で行われている遠泳の現状についての，横断的な調査が行われていないこ
とにある（矢野他 2005）。 すなわち，他校の実態がわからないまま，各校独自の運営方針に従って
遠泳が実践されている現状である。 

また，自然と対峙する遠泳がもつ教育効果，実施する上での指導的配慮，安全管理に関しては，経験
的要素が強いのがこの遠泳であるとされてきた。しかし，遠泳を企画し，より安全に多くの子どもたち
に自然を理解してもらうためには，遠泳学の体系化，教育的位置付けについて検討する必要がある。他
国に比べて多いとされる本邦での水難事故は，自然への理解不足が招く例が高く（池上他 1999），遠泳
の果たす自然教育，安全教育的価値は非常に高いといわざるを得ない。 

したがって，初等・中等教育の現場で行われている遠泳実習の取り組みについての実態調査を全国規
模で行い，その実施状況に即した体育学部系あるいは教育学部保健体育学科系大学教育課程における遠
泳の（マリンスポーツを含む）あり方について検討することは大変重要であると考えられる。 

こうした中，我々は，1992年からの実験室での水泳に関する研究に加え，1999年以降，大学生を対
象とした遠泳に関する調査研究・実験的研究を実施してきた。自覚症状から見た大学生の水泳実習期間
の疲労状況に泳力や性差の影響が見られること（星島他 2001， 藤原他 2002），さらに体脂肪率が海
での遠泳時の体温変化に強く関係することを明らかにしてきた（藤原他  2002）。また身体的な側面だ
けでなく，心理的（個々の性格的要素を含む）要因によって，海での水泳実習に対する状態不安が異な
ること（田島他 2002），さらにそれらは，泳力や性差とも密接な関係を有すること（桶他, 2005）など
も明らかにしてきている。こうした，基礎的研究成果を踏まえ，遠泳の意義・問題点，さらには安全面
への配慮について体系化を試みている。 

学校体育における遠泳実習の現状 

最近我々は図１に示すように，高等学校の全国調査を実施し，高等学校の遠泳実施状況が，日本海側
や瀬戸内海沿岸に集中していることを，初めて明らかにした（Fujiwara et al. 2006）。また，小・中学
校および高等学校で実施されている遠泳の実態を明らかにするため，遠泳実施時の「しおり」等の資料
の記載内容から解析を行ってきた（矢野他 2005）。その結果，以下の事実を明らかにした。 

１）遠泳実施の目的は，小学校では，「心身の鍛錬」，「自然の理解」が上位を占め，中学校，高等学
校では，「心身の鍛錬」の次に「集団生活」を目的とする割合が高くなる。 

２）遠泳実施の場所は，海水浴場が主で，その時期は７月下旬に集中している。 

３）平均遠泳時間は小学校 63分間，中学校 80分間，高等学校 120分間が平均的である。 

４）平均遠泳距離は，小学校が 1.0km，中学校が 2.4km，高等学校が 1.6kmである。 

５）遠泳の実施は，小学校では 6年生，中学校では 1，2年生，高等学校では 1年生で多かった。 
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６）指導者 1人当たりの児童・生徒数は，小学校 2.5名，中学校 3.3名，高等学校 4.6名であった（図
２）． 

７）遠泳に際し，医師を同伴させている学校の割合は，小学校が 24%，中学校が 31%，高等学校が
0%であった。 

８）遠泳に使用している船は，小学校が平均 6.5杯，中学校が 7.5杯，高等学校が 7.3杯であった。 

 
まとめ 

この調査結果は，小学校，中学校，高等学校の遠泳実習に関する現状を初めて明らかにした貴重な研
究成果であり，大学教育との内容比較を試みることで，文部科学省の勧める「水辺活動などの指導を積
極的に取り入れた教育活動」の普及に寄与するものと思われる。 

 

図 1 全国都道府県別高等学校遠泳実施状況       図 2 遠泳実施校の小・中学校および高等学校別 

参加児童・生徒数および指導者数    
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て．川崎医療福祉学会誌 1999． 
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運動による免疫変動と制御 
 
 

鈴木 克彦 
早稲田大学 人間科学学術院、先端科学・健康医療融合研究機構 

 
 

免疫応答、炎症反応、造血等の制御因子として位置づけられてきたサイトカインは、免疫細胞以外にも各種
細胞から産生され、さまざまな臓器、器官に作用することがわかってきており、単なる炎症や免疫の調節物質と
いう概念は修正を余儀なくされつつある。運動生理学の分野でも近年注目されているインターロイキン６
（interleukin 6: IL-6）は、当初はその生理作用から筋の炎症制御に関わっていると推測されていたが、筋損傷
よりも運動強度に依存して血中濃度が高まることが証明され、実際にマラソンやトライアスロンのような過酷な持
久性運動では血中濃度が100倍も上昇し、生体指標のなかでもきわめて大きな変動を示す。この IL-6が体内
のどこで産生され、どのような意義をもつのかについて近年世界中で研究が進められたが、主に骨格筋が筋
収縮に伴って産生し、ホルモン様に遊離脂肪酸の動員等のエネルギー代謝に関わり、持久性のパフォーマン
スにも関与する可能性が示された。また IL-6 には、強力な抗炎症作用、免疫抑制作用のある IL-10 や IL-1 
receptor antagonist （IL-1ra）を誘導する作用もあり、これらのサイトカインも激運動時には大きく変動し、激運
動後の免疫抑制・易感染性を引き起こす可能性が高いが、炎症反応が全身に波及しないよう生体を守る適応
機構として働いている可能性も考えられる。一方、IL-6 には好中球を動員・活性化する作用があり、激運動に
よる酸化ストレスを助長する可能性もある。総じて言えば、生体はIL-6を分泌して運動時の代謝を高めようとす
るが、代償的に免疫抑制や酸化ストレスも伴うものと推察される。 
これに対し、サプリメント等の使用によりサイトカイン応答を制御できる可能性が指摘されている

が、ビタミン C、E 等の抗酸化物質に関しては一致した見解が得られていない。一方、グルコース（ブ
ドウ糖）の摂取は IL-6 の応答を抑制できると報告されてきたが、我々は糖質補給に加え水分補給が
IL-6 応答の制御に重要な役割を果たす可能性を見出している。そこで本発表では、免疫応答・炎症反
応・代謝からみた運動時のストレス応答について概説し、介入可能な水分補給、サプリメント等について研究
成果を紹介する。 
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内部環境 神経系神経系

内分泌系内分泌系 免疫系免疫系

外部環境外部環境
感染感染
運動運動
外傷外傷
暑熱暑熱
寒冷寒冷
有害物質有害物質
アレルゲンアレルゲン
その他のその他の
ストレスストレス

神経伝達物質

恒常性恒常性
の破綻の破綻
（発病）（発病）
感染症感染症
熱中症熱中症

運動誘発性喘息運動誘発性喘息
虚血性心疾患虚血性心疾患
オーバートレーオーバートレー
ニング症候群ニング症候群

ほかほか

ホルモン

神経ペプチド
サイトカイン

防衛体力の強化防衛体力の強化 恒常性の維持恒常性の維持
（適応）（適応）

長期馴化（トレーニング）、適切な栄養・休養長期馴化（トレーニング）、適切な栄養・休養

ストレスと生体の恒常性維持ストレスと生体の恒常性維持

 
     
 
 

激運動（ストレス）

免疫調節性サイト
カインの産生抑制

Tリンパ球・NK細胞等
細胞性免疫の抑制
（易感染性）

IL-6の分泌亢進

好中球・単球
の動員・活性化
（炎症・組織傷害）

造血コロニー刺激因子・
ケモカインの分泌亢進

エネルギー供給
（持久力）

抗炎症性サイト
カインの分泌亢進
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